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事務局　岡谷市長地片岡野望や琴

椚軋鱒鱒■圃防儲摘配

ニュ帥スＮｏ．13

信濃の国に奥しい秋が深まってきました。その一・才で、教育基本法改定、新
憲法制定を公約に掲げるすごい内閣が賂足しました。　覚悟を決めてかか

．　　　　　　　　　　　　　　　　らなくてはと思います。

＿＿」凄雛・行者の拶昏

8月6日Å腰上原爆記念乱臣登平和祈念岡谷常民太鼓と平和の森い
あの日のように、晴れ渡った骨空のもとで、小井川小学枚玄関前の小公園には、

各太鼓逢80人、父母、一般の参加者約100人などが、級々と象まった。平和の丸
点火、笠原忠夫鼻局長の格調高い換拶、太鼓摘い打ち、ダイイン、と進み、小井川
小学枚長の官尊でおわった。乳韓ちのよい朝でした。

盟広豊　市町村別
二で只∩　　　参加者

姐ユ
長野日級、市民新開への全面意見広尊は、認諾地区全体で80

0人の目標が、965名となり、岡谷地区も、岡谷底、山の手を
含め、また多くの泉加入のガ々もご替岡をいただき、217名の
かこ参加していただきました。なかには、名前を出すのは困るが
カンパしますと言われるガもありました。ありがとうございまし
た。特に、知り合いの一般のオたちに呼びかけて、参加者を何人
も集めていただいたかオたちがいます。運動はこのようにして広
まっていくのだと思います。本当に ご、
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ざいました。

チ遣いで、映画はできませんでしたが、集まった者たちでささ
やかにトークのつどいをもちました。

岡谷帝 217

下級泌 156

視診亨 143

茅野帝 291

原村 56

富士見 85

▲その他 17

合計 965 1

9月30日（土〕ＤＶＤ上映会　憲隠愚息を喝めさせる令息確
執散布公民館3階訴堂　　　参加費・1人1映画300円

12：00～　ｌ■命に国境はないｊ　高速菜聴チイラク報告　報連の見えない
壁のむこうで何が超こっているのか？　ごく普通の生活の中で日々起こる悉劇。

15；00～　ｒ沖観戦の証雷Ｊ ｒＭＡＢＵ Ｈ
マブイとは沖親の官尊で、ゆるぎない真心をいみする。厳しい戦後の現乗を
ありのままに受け止めて、明るくひたむきに生きる少年連の姿。

18：00～　ｒあんにょん・サヨナラＪ

どれでも自由に参加できます



◎　9月16田（土）「県民過半数署
名の金」の呼びかけで、全県史汲集金
がありました。各地のいろいろな取り
組みが級合され、厳しい状況のなか
で、この秋は、かってないほどに溺活
動を強めよ ヽ

ワ と決鶉きれました。
◎　「敬語9蚤の翰」では、泉年秋、
前進座、三浦綾子原作の「銑ロ」を公
演したいという計歯があります。1人

4000円1000人規模を予定。

＿豊後盈選定

⊥．且。貝
」．温私腹Ｌ教諭湖ハイツ201皇
2：00～4：00　ＤＶＤ［九条の会
有明誇演会」上映　トークワーク

Ｌ土．段
（活動日）徽訪湖ハイツ203量
2：00～4：30　ＤＶＤ上映

「あんにょんサヨナラ、ｊ

12月2団（土）定例会
（活動ｌヨ）　ＤＶＤ鑑常と馨し合い

1月6団（土）定例会
（活動日）　ＤＶＤ鹿骨と鴬し合い

新年度会費 納入お願い
すでに100人位のガが　納入

してくださいました。なかにはカ
ンパをそえて下さった才もいま
す。ありがとうございます。　ま
た、なかには　500円入れてくだき

る才もあります。新年度より食費
は1000円です。よろしくお願い
いたします。

朝臥新開（9／㍑）
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